
戦
争
責
任
と
教
育
実
践
の
課
題

ｌ
し
ん
ど
い
ア
ジ
ア
へ
の
旅

二
○
○
一
年
三
月
一
七
日
に
現
職
の
教
員
と
し
て
最
後
の
卒
業

式
に
出
席
し
、
二
○
日
に
和
光
大
学
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
教
育
調
査

団
に
参
加
し
て
成
田
を
発
っ
た
。
天
皇
家
の
菊
の
紋
章
を
表
紙
に

刻
印
し
た
旅
券
を
な
に
よ
り
も
の
〃
貴
重
品
“
と
し
て
懐
に
し
、

だ
つ
あ
に
ゅ
う
お
う

現
地
貨
幣
に
交
換
す
る
た
め
に
「
脱
亜
入
欧
」
論
を
論
じ
た
福
沢

諭
吉
の
人
物
像
を
刷
り
込
ん
だ
日
本
の
最
高
額
の
紙
幣
を
持
っ
て
、

ア
ジ
ア
の
国
を
旅
す
る
の
は
い
つ
も
気
に
な
る
。
な
か
で
も
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
く
こ
と
は
、
三
○
年
間
、
中
学
と
高
校
の
社
会

科
を
教
え
、
そ
の
後
、
一
五
年
間
に
わ
た
る
大
学
で
の
「
社
会
科

教
員
免
許
」
取
得
科
目
を
担
当
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
は
、
そ
の

教
育
実
践
を
検
証
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
の
調
査
旅
行
で
あ
っ
た
。

出
発
す
る
数
日
前
に
、
奥
平
康
照
教
授
か
ら
い
た
だ
い
た
「
新

福
島
達
夫

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
園
で
確
か
め
た
こ
と

和
光
大
学
元
教
員

し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
の
主
導
で
編
集
さ
れ
た
中
学
校

歴
史
教
科
書
の
検
定
本
の
コ
ピ
ー
を
読
ん
だ
。
私
は
中
学
校
二
年

生
の
敗
戦
の
時
ま
で
習
っ
た
国
史
教
科
書
を
思
い
出
し
た
。
私
が
、

教
師
と
し
て
生
徒
と
学
ん
だ
社
会
科
、
学
生
と
学
習
し
て
き
た
社

会
科
教
育
論
と
あ
ま
り
に
も
違
う
。
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
」
ど

こ
ろ
か
、
明
治
の
天
皇
制
国
史
の
復
古
歴
史
教
科
書
で
あ
る
。

「
教
育
勅
語
」
が
全
文
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
和
装
の
女
子

学
生
を
見
て
「
卒
業
式
明
治
は
近
く
な
り
に
け
り
」
と
、
中
村
草

＊
も
ｌ

田
男
の
俳
句
を
借
り
て
思
っ
た
の
は
ご
愛
嫡
だ
と
し
て
も
、
こ
の

教
科
書
は
こ
れ
ま
で
の
社
会
科
教
育
の
全
面
否
定
で
あ
る
。
梅
根

悟
は
「
戦
前
に
も
社
会
科
は
あ
っ
た
。
そ
れ
は
抵
抗
の
教
育
と
し

て
で
あ
っ
た
」
と
書
い
た
が
、
戦
後
の
社
会
科
も
ま
た
、
抵
抗
の

気
構
え
が
な
く
て
は
実
践
で
き
な
か
っ
た
。

私
が
軍
国
少
年
と
し
て
育
て
ら
れ
た
小
学
校
四
年
生
の
一
九
四

ふ
く
し
ま
．
た
つ
お

元
人
間
関
係
学
部
教
授
二
九
九
五

年
～
二
○
○
○
年
度
）
。
地
域
形
成
に

お
け
る
住
民
の
働
き
か
け
に
つ
い
て

調
査
。
住
民
と
教
師
の
地
域
研
究
活

動
に
学
び
、
教
育
課
程
に
関
心
を
も

っ
て
い
る
。
中
・
高
校
教
師
を
経
て
、

前
日
本
福
祉
大
学
教
授
．

＊
１
「
降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な

り
に
け
り
」
中
村
草
田
男
の
「
長

子
』
（
一
九
二
九
’
三
五
年
の
句
集
）

に
掲
載
。
明
治
時
代
は
一
八
六
八
’

一
九
一
二
年
だ
か
ら
昭
和
戦
争
期
は

ず
っ
と
速
く
な
っ
た
。
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二
年
二
月
、
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
昭
南
市
に
な
り
、
日
本
人
が
市

長
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
占
領
し
、
そ
の
市
長

は
つ
こ
う
い
ち
う

に
日
本
人
が
な
る
」
と
い
っ
た
八
絃
一
宇
の
雄
大
な
希
望
を
持
た

さ
れ
た
教
育
を
受
け
た
。
あ
こ
が
れ
の
一
人
は
イ
ギ
リ
ス
軍
を
降

伏
さ
せ
た
山
下
奉
文
将
軍
で
あ
っ
た
。
初
代
の
昭
南
市
長
は
、
そ

の
後
、
一
九
四
四
年
に
内
務
大
臣
と
な
っ
た
大
達
茂
雄
で
あ
る
。

一
九
四
四
年
三
月
、
小
学
校
の
卒
業
式
で
唄
っ
た
の
は
、
「
君

が
代
」
と
「
海
ゆ
か
ば
」
で
あ
っ
た
。
「
大
君
の
へ
に
こ
そ
死
な

め
、
か
へ
り
み
は
せ
じ
」
と
い
う
歌
詞
で
あ
る
。
「
滅
私
奉
公
」

「
殉
国
」
を
生
き
が
い
と
し
て
育
て
ら
れ
た
。

敗
戦
直
後
、
私
は
、
教
科
書
の
文
章
に
墨
を
塗
っ
て
習
っ
た
。

間
も
な
く
し
て
、
新
聞
紙
の
よ
う
な
広
い
紙
に
印
刷
さ
れ
た
教
科

書
を
、
自
分
で
教
科
書
の
大
き
さ
に
、
は
さ
み
で
切
っ
て
、
母
が

糸
で
と
じ
て
く
れ
た
。
「
新
し
い
民
主
主
義
」
と
い
う
教
科
書
を

手
に
し
た
が
、
そ
れ
を
習
っ
た
記
憶
が
な
い
。

一
九
五
三
年
五
月
に
文
部
大
臣
と
な
っ
た
の
は
、
敗
戦
後
、
公

職
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
た
大
達
茂
雄
で
あ
っ
た
。
敗
戦
で
「
内
務

省
は
消
滅
し
た
が
、
内
務
官
僚
は
文
部
省
で
蘇
生
し
た
」
と
大
田

＊
ワ
』堯

は
書
い
た
。

そ
の
翌
一
九
五
四
年
に
私
は
、
日
本
国
憲
法
を
遵
守
す
る
教
育

公
務
員
と
な
る
こ
と
を
誓
約
し
て
、
中
学
校
の
教
員
と
な
っ
た
。

そ
の
時
、
す
で
に
社
会
科
解
体
が
始
ま
っ
て
い
た
。
四
年
間
の
中

学
校
教
師
を
終
え
る
離
任
式
で
、
吉
野
源
三
郎
の
小
さ
な
本
「
人

本
３

間
の
尊
さ
を
守
ろ
う
」
の
巻
頭
の
詩
を
読
ん
だ
。

「
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
同
時
に
人
を
大
切
に
す
る
こ

と
に
な
る
」
と
い
う
人
権
思
想
は
、
「
滅
私
奉
公
」
「
殉
国
」
思
想

と
対
極
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
人
権
思
想
に
も
と
づ
く
社
会
科

教
育
実
践
は
、
次
の
日
本
国
憲
法
の
第
九
七
条
が
「
こ
の
憲
法
が

保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の

努
力
の
成
果
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、
過
去
幾
多
の
試
練

に
堪
へ
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
対
し
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
永
久
の
権
利
と
し
て
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
宣
言
す
る

よ
う
に
、
そ
の
試
練
は
人
類
史
の
過
去
で
は
な
く
、
今
日
に
至
る

「
大
き
な
仕
事
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
の
検
定
用
教
科
書
の
文

た
れ
も
か
れ
も
が

力
い
つ
ぱ
い
に
の
び
の
び
と

い
き
て
い
け
る
世
の
中

自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
が

同
時
に
ひ
と
を
た
い
せ
つ
に

す
る
こ
と
に
な
る
世
の
中

そ
ん
な
世
の
中
を

来
さ
せ
る
仕
事
が

君
た
ち
の
行
く
て
に
ま
っ
て
い
る

大
き
な
大
き
な
仕
事

生
き
が
い
の
あ
る
仕
事

＊
３
吉
野
源
三
郎
「
人
間
の
尊
さ

を
学
ぼ
う
」
（
牧
謹
房
、
一
九
五
二
年

一
○
月
）
序
詩
。
こ
の
詩
を
載
せ
て

い
る
の
で
、
も
っ
と
も
大
切
に
し
て

き
た
本
で
あ
る
。
私
の
社
会
科
教
育

実
践
の
序
詩
と
し
て
き
た
．

＊
２
一
九
一
八
年
生
ま
れ
。
東
京

大
学
名
誉
教
授
。
「
地
域
の
中
で
教
育

を
問
う
」
（
新
評
強
、
一
九
八
九
年
一

月
）
の
出
版
を
祝
う
会
で
、
私
は
同

訂
を
宙
評
し
た
。
な
お
二
○
○
一
年

度
一
学
年
の
入
門
ゼ
ミ
で
、
大
田
先

生
の
「
生
命
の
き
づ
な
」
（
偕
成
社
）

を
テ
キ
ス
ト
に
し
、
面
談
し
て
学
ん

だ
。
和
光
大
学
「
エ
ス
キ
ス
２
０
０

１
』
九
○
頁
参
照
。
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章
を
読
ん
で
、
戦
中
の
教
科
書
に
塗
っ
た
墨
が
薄
れ
て
、
地
の
文

字
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
感
じ
で
あ
っ
た
。
そ
の
思
い
を
も
っ

て
、
日
本
政
府
の
文
相
だ
っ
た
大
達
が
、
昭
南
市
長
を
勤
め
た
シ

ン
ガ
ー
ポ
ー
ル
の
教
育
調
査
に
で
か
け
た
。

ｌ
私
の
地
域
研
究
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
関
心
は
、
「
人
文
地
理
学
」
担
当
者
と
し

て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

＊
４

私
の
最
初
の
地
域
報
告
の
文
章
は
、
一
九
六
三
年
に
工
業
整
備

特
別
地
域
に
選
ば
れ
た
静
岡
県
東
駿
河
湾
地
域
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
住
民
が
手
作
り
の
地
域
環
境
調
査
を
行
な
っ

て
そ
の
石
油
化
学
・
電
力
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
計
画
を
撤
回
さ
せ
た
。

そ
の
中
核
企
業
だ
っ
た
住
友
化
学
は
千
葉
県
姉
ヶ
崎
に
進
出
し
た
。

そ
の
千
葉
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
期
に
も
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
に

参
加
し
て
調
査
し
た
。
そ
の
住
友
化
学
の
長
谷
川
周
重
社
長
が
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
い
ま
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
建
設

を
、
業
界
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
計
画

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
・
ク
ア
ン
ュ
ー
首
相
か
ら
私
が
頼
ま

れ
た
も
の
で
す
。
日
本
と
し
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
は
絶
対
仲

良
く
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
日
本
が
協
力
し
な
け
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
か
西
ド
イ
ツ
が
必
ず
あ
そ
こ
に
出
て
く
る
。
そ
れ
と
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
は
日
本
に
と
っ
て
死
活
問
題
に
な
り
か
ね
な
い
マ
ラ

そ
し
て
長
谷
川
社
長
は
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
そ
う
で
す
が
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
サ
ハ
ン
・
ア
ル
ミ
も
あ
そ
こ
の
共
産
化
を
防
ぐ

と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
」
と
率
直
に
述
べ
て
い
る
。

南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
戦
線
が
結
成
さ
れ
た
の
が
一
九
六
○
年
で
あ

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
を
ベ
ト
コ
ン
つ
ま
り
ベ
ト
ナ
ム
共
産
軍

と
呼
び
、
そ
の
拡
大
を
阻
止
す
る
と
し
て
泥
沼
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

に
落
ち
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
が
共
産
化
す
れ

ば
、
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
へ
と
将
棋
倒
し
で
共
産
化
す
る
と
い
う

ド
ミ
ノ
論
が
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
弁
護
士
と
な
っ
て

い
た
リ
ー
・
ク
ア
ン
ュ
ー
は
、
一
九
六
三
年
八
月
に
マ
レ
ー
人
優

先
政
策
を
と
る
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら
分
離
し
、
一
九
六
三
年
八

月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
し
て
独
立
国
を
誕
生
さ
せ
、
そ
の
初
代
首

相
に
な
っ
た
。
リ
ー
政
権
は
、
左
派
を
徹
底
的
に
排
除
し
、
共
産

主
義
勢
力
を
一
掃
し
て
政
治
的
に
安
定
さ
せ
、
積
極
的
に
外
国
資

本
を
導
入
し
て
工
業
化
を
進
め
た
。

そ
の
南
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
反
米
色
を
強
く
し
た
ス
ヵ
ル

ノ
体
制
を
崩
壊
さ
せ
た
ス
ハ
ル
ト
政
権
が
誕
生
し
た
の
は
一
九
六

五
年
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
結
成
さ
れ
た
の
が
一
九

六
七
年
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
泥
沼
化
と
と
も
に
、
日
本
は

東
南
ア
ジ
ア
の
後
方
支
援
と
し
て
、
日
本
資
本
の
ア
ジ
ア
進
出
を

シ
カ
海
峡
を
抱
え
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
あ
そ
こ
は
い
ろ
ん
な
意
味

で
日
本
が
ど
う
し
て
も
つ
ば
を
つ
け
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い

本
戸
Ｊ

地
域
で
す
。
」

＊
４
「
沼
津
・
三
島
地
区
の
住
民

迩
助
」
「
歴
史
地
理
教
育
」
一
九
六
五

年
一
一
月
号
。
拙
著
「
地
域
の
課
題

と
地
理
教
育
」
（
地
歴
社
、
一
九
八
一

年
六
月
）
に
再
掲
。

＊
５
「
戦
後
産
業
史
へ
の
証
言
」

「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
一
九
七
七
年
一
月

二
日
号
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そ
し
て
こ
の
「
戦
後
産
業
史
へ
の
証
言
」
を
、
次
の
よ
う
に
結

ん
で
い
る
。

種
極
化
さ
せ
た
。

そ
の
牽
引
的
財
界
の
リ
ー
ダ
ー
が
長
谷
川
住
友
化
学
社
長
で
あ

っ
た
。
彼
は
、
こ
う
語
っ
た
。

「
私
と
し
て
は
ア
ル
ミ
事
業
も
石
油
事
業
も
憂
国
の
精
神
で

や
っ
て
い
る
ん
で
あ
っ
て
、
う
ち
の
金
も
う
け
の
た
め
に
や
っ
て

い
る
ん
じ
や
決
し
て
な
い
。
」

こ
の
長
谷
川
証
言
は
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
版
図
が
活
き
つ
づ
け

「
要
す
る
に
、
私
な
り
に
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
由
主
義

陣
営
の
縦
の
ラ
イ
ン
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
経
済
的
に
自
立
し
て
い
け
る
。
そ
れ

は
心
配
な
い
。
香
港
、
、
台
湾
も
そ
れ
ぞ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ

リ
カ
が
背
後
に
い
る
か
ら
、
日
本
が
手
を
出
す
必
要
は
な
い
。
韓

国
も
ア
メ
リ
カ
が
一
生
懸
命
に
な
っ
て
守
っ
て
い
る
。

問
題
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
す
よ
。
こ
の
両
国

は
と
く
に
共
産
主
義
勢
力
と
第
一
線
で
相
対
し
て
い
る
。
自
由
主

義
陣
営
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
両
国
を
こ
ち
ら
側
に
引
き
込
ん
で
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
に
は
日
本
の
経
済
援
助
が
ど
う
し

て
も
必
要
に
な
る
ん
で
す
ね
。
」

て
い
る
こ
と
と
、
三
島
由
紀
夫
の
「
憂
国
」
自
殺
を
想
起
さ
せ
ら

れ
る
。
復
古
調
は
社
会
科
教
育
だ
け
で
は
な
い
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
サ
ハ
ン
開
発
に
よ
る
ア
ル
ミ
事
業
は
、
一

九
七
○
年
代
に
破
綻
し
た
。

現
在
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
日
本
企
業
二
八
○
○
社
が
あ
り
、

申
《
ｂ

在
留
邦
人
は
二
万
数
千
人
で
あ
る
。
日
本
財
界
の
地
政
学
の
な
か

に
位
置
づ
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
現
在
、
英
語
、
華
語
、
マ
レ
ー

語
、
タ
ミ
ル
語
の
全
マ
ス
コ
ミ
紙
が
政
府
系
持
株
会
社
の
傘
下
に

あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
業
者
も
監
督
官
庁
の
管
轄
下
に

あ
る
。
「
体
制
批
判
、
人
種
・
宗
教
批
判
、
ポ
ル
ノ
」
の
規
制
を

受
け
て
い
る
国
家
で
あ
る
。
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
ま
で
案
内
し
て
く

れ
た
ガ
イ
ド
が
ま
ず
「
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
罰
金
で
す
」
と
注
意
し

た
。
そ
の
よ
う
な
国
で
私
は
ど
の
よ
う
な
調
査
が
で
き
る
の
か
。

私
に
は
不
可
思
議
な
国
で
あ
る
。

１
１
１
学
生
が
写
し
た

『
日
本
占
領
時
期
死
難
人
民
記
念
碑
」
に
導
か
れ
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
教
育
調
査
で
、
も
っ
と
も
見
聞
し
た
い
と
思

っ
た
の
は
、
「
日
本
占
領
時
期
死
難
人
民
記
念
碑
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
戦
争
記
念
碑
に
つ
い
て
知
っ
た
の
は
、
文
部
省
検
定
教
科

書
「
高
校
地
理
」
（
実
教
出
版
）
の
共
同
執
筆
者
で
あ
り
、
ま
た

＊
勺
ｊ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
地
理
講
座
の
共
同
講
師
で
あ
っ
た
高
嶋
伸
欣
氏
が
、

一
九
八
五
年
八
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
書
店
か
ら
買
っ
て
き
た
三

○
冊
の
写
真
集
「
日
本
統
治
下
的
新
加
玻
」
の
内
一
冊
を
分
け
て

も
ら
い
、
ま
た
同
氏
に
教
え
て
も
ら
っ
た
中
島
正
人
『
謀
略
の
航

＊
７
東
京
教
育
大
学
附
属
高
校
教

諭
を
経
て
、
現
在
琉
球
大
学
教
授
．

＊
６
「
世
界
年
鑑
」
二
○
○
○
年
版
。
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＊
・
胤

跡
Ｉ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
虐
殺
事
件
」
を
読
ん
で
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。
中
島
氏
は
次
の
よ
う
な
衝
撃
的
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

「
一
九
七
○
年
二
月
五
日
、
私
は
碑
の
方
へ
歩
き
な
が
ら
、
格

好
の
写
真
の
被
写
体
を
探
し
た
。
そ
の
と
き
、
若
い
男
女
が
こ
ち

ら
に
近
づ
い
て
く
る
の
が
見
え
た
。

「
写
真
を
一
枚
撮
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
」

「
で
き
た
ら
、
あ
の
記
念
碑
を
バ
ッ
ク
に
入
れ
て
撮
ら
せ
て
ほ

し
い
ん
だ
が
…
…
」

そ
の
瞬
間
、
男
の
表
情
が
か
す
か
に
変
わ
る
の
が
見
え
た
。

蓋
恥
心
の
よ
う
な
も
の
が
読
み
と
れ
た
。
私
は
カ
メ
ラ
の
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
を
覗
き
込
ん
だ
。
そ
の
と
き
、

「
や
め
ろ
、
ジ
ャ
ッ
プ
』
と
英
語
で
ど
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
矢
つ
ぎ
ば
や
に
激
し
く
中
国
語
で
わ
め
き
立
て
た
。

「
な
ん
の
こ
と
で
す
か
」

と
、
私
は
聞
き
返
し
た
。
す
る
と
、
鋭
い
声
で
、
二
言
、
三
言

叫
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
ま
た
「
ジ
ャ
ッ
プ
」
と
ど
な
っ
た
。

私
は
理
由
も
わ
か
ら
ず
面
罵
さ
れ
た
不
快
感
と
、
『
ジ
ャ
ッ
プ
」

と
い
う
言
葉
の
衝
撃
と
で
、
や
り
場
の
な
い
気
持
ち
で
白
亜
の
記

念
碑
の
ほ
う
へ
歩
を
運
ん
だ
。
石
段
を
踏
ん
で
碑
に
近
づ
く
と
、

左
右
に
広
が
る
御
影
石
の
台
座
に
、
刻
み
こ
ま
れ
た
文
字
が
い
や

お
う
な
し
に
視
界
に
と
び
こ
ん
で
き
た
。

「
日
本
占
領
時
期
死
難
人
民
記
念
碑
・
一
九
四
二
～
一
九
四
五
』

と
刻
ま
れ
て
い
た
。
」

そ
の
文
字
を
読
ん
で
中
島
氏
は
「
自
分
の
軽
桃
さ
が
、
ひ
ど
く

悔
や
ま
れ
て
」
、
そ
れ
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
虐
殺
事
件
を
し

ら
べ
、
一
冊
の
書
に
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。

知
ら
な
い
こ
と
は
恥
で
は
な
い
。
知
っ
た
こ
と
で
、
ど
う
す
る

か
が
そ
の
人
の
人
間
を
証
す
。
私
は
こ
の
文
章
を
私
の
学
生
向
け

＊
○
）

通
信
「
波
動
」
に
書
い
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
つ
い
で
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

一
橋
大
学
を
出
て
、
時
事
通
信
社
に
勤
め
る
富
山
泰
が
、
そ
の

車
・
１
０

著
書
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
九
一
年
五
月
初
め
、
海
部
首
相
（
当
時
）
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
歴

訪
の
一
環
と
し
て
訪
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
演
説
で
、
「
多
く

の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
人
々
に
耐
え
難
い
苦
し
み
と
悲
し
み

を
も
た
ら
し
た
わ
が
国
の
行
為
を
厳
し
く
反
省
す
る
」
と
述
べ
た
。

日
本
の
首
相
が
、
東
南
ア
ジ
ア
に
対
し
、
旧
日
本
軍
の
行
為
を
公

式
の
場
で
陳
謝
し
た
の
は
、
な
ん
と
こ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
。
海

部
首
相
は
演
説
で
、
日
本
が
ア
ジ
ア
で
何
を
や
っ
た
か
を
正
確
に

教
え
る
た
め
、
歴
史
教
育
を
充
実
さ
せ
る
と
の
約
束
も
し
た
。

日
本
の
歴
史
教
育
に
は
確
か
に
重
大
な
欠
陥
が
あ
っ
た
。
私
自

身
、
（
時
事
通
信
社
）
バ
ン
コ
ク
特
派
員
、
在
任
中
、
旧
日
本
軍

の
東
南
ア
ジ
ア
で
の
行
為
を
現
地
で
初
め
て
知
り
、
悟
然
と
し
た

こ
と
が
何
度
も
あ
る
。
公
教
育
で
日
本
の
過
去
の
侵
略
行
為
を
率

直
に
教
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
「
日
本
は
再
び
軍
事
大
国
に
な
ら

な
い
」
と
い
う
「
意
思
」
の
信
頼
性
を
高
め
る
の
に
役
立
つ
の
か

＊
８
中
島
正
人
「
謀
略
の
航
跡
ｌ

ｌ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
虐
殺
事
件
」

講
談
社
、
一
九
八
五
年
四
月
。

＊
９
毎
週
出
会
う
学
生
向
け
に
印

刷
・
配
布
し
て
い
た
Ｂ
５
判
四
頁
の

通
信
紙
。
教
材
と
な
る
引
用
文
の
他
、

私
の
心
の
波
動
を
伝
え
た
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
暦
い
た
．
後
に
「
渦
流
」
に

改
題
し
、
退
職
後
は
「
洞
流
別
」
と

し
て
、
ほ
ぼ
月
刊
で
友
人
知
人
に
送

っ
て
い
る
。

＊
的
一
橋
大
学
は
、
昭
和
天
皇
が

死
去
し
た
と
き
、
日
の
丸
を
掲
揚
し

な
い
唯
一
の
国
立
大
学
で
あ
っ
た
。

戦
争
責
任
を
追
及
す
る
日
本
近
代
史

研
究
者
が
複
数
い
る
大
学
で
あ
る
．

冨
山
氏
は
そ
の
大
学
の
法
学
部
で
学

ん
だ
。
私
も
同
大
学
の
非
常
勤
講
師

を
一
九
九
二
年
度
か
ら
二
○
○
○
年

度
ま
で
勤
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
生
と

出
会
っ
た
。
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学
生
が
写
し
た
〃
血
債
の
塔
“

一
九
九
二
年
の
春
。
日
本
福
祉
大
学
の
卒
業
式
が
終
わ
っ
て
、

和
装
の
古
川
由
美
子
さ
ん
が
、
研
究
室
に
訪
ね
て
き
て
、
数
枚
の

写
真
を
く
れ
た
。
学
年
末
試
験
が
終
わ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
行
き
、
そ
の
帰
り
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
乗
り
換
え
の
た
め
に
空

港
を
で
て
観
光
す
る
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
撮
っ
て
き
た
写
真
だ

と
い
う
。
私
は
、
大
い
に
感
激
し
て
、
そ
の
い
き
さ
つ
を
「
波
動
」

に
寄
稿
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
た
ら
、
次
の
よ
う
に
書
い
て

＊
１
４
Ｊ
』

く
れ
た
。

私
は
、
こ
の
文
章
も
、
「
社
会
科
教
育
論
」
の
教
材
に
し
た
。

と
く
に
、
一
橋
大
学
に
お
い
て
。

「
波
動
」
に
導
か
れ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
歩
く

古
川
由
美
子

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
帰
り
道
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
一
日

だ
け
寄
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
一
年
前
三
年
生
の
「
社
会

科
教
育
法
」
で
印
象
に
残
っ
た
太
平
洋
戦
争
時
の
犠
牲
者
を
ま
つ

る
戦
争
慰
霊
塔
に
い
く
こ
と
に
し
た
。
地
図
を
み
る
と
途
中
に

「
世
界
の
三
大
ガ
ッ
ク
リ
」
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
る
マ
ー
ラ
イ
オ

ン
が
あ
る
。
つ
い
で
に
寄
っ
た
が
、
見
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
。
そ

こ
か
ら
慰
霊
塔
に
行
く
途
中
に
、
少
し
変
わ
っ
た
碑
が
あ
っ
た
。

牢
１
．
．
１

も
し
れ
な
い
。
」

近
付
い
て
見
る
と
「
我
ら
の
栄
光
の
死
の
た
め
に
」
と
書
か
れ
、

台
に
英
文
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

‐
ら
ぉ
私
た
ち
に
神
が
い
た
。

ろ
合
‐
ら
念
私
た
ち
の
栄
光
は
失
わ
れ
た

ら
ａ
‐
私
た
ち
は
再
び
栄
光
を
手
に
し
た

私
は
「
ら
台
，
令
竺
に
注
意
し
た
。
そ
れ
は
日
本
が
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
を
占
領
し
て
い
た
期
間
で
あ
る
。

私
は
罪
悪
感
を
も
ち
な
が
ら
授
業
で
知
っ
た
慰
霊
塔
に
行
っ
た
。

ま
わ
り
に
は
塵
ひ
と
つ
な
く
、
よ
く
整
備
さ
れ
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ

ア
が
咲
き
乱
れ
て
い
た
。
塔
は
四
本
の
柱
が
寄
り
添
う
よ
う
に
し

て
そ
び
え
た
っ
て
い
る
。
そ
の
台
座
に
は
中
国
語
、
マ
レ
ー
語
、

イ
ン
ド
語
、
英
語
で
碑
文
が
書
い
て
あ
る
。
中
国
語
の
「
日
本
占

領
時
期
死
雛
人
民
記
念
碑
」
と
い
う
文
字
を
読
ん
だ
。
そ
の
と
き
、

私
は
あ
た
り
を
見
回
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
リ
ア
ン
が
ジ
ッ
と
に
ら

み
つ
け
て
は
い
な
い
か
と
思
っ
た
。
三
○
分
ほ
ど
い
た
が
、
誰
一

人
も
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
で
有
名
な
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
・
ロ

ー
ド
に
行
っ
て
み
る
と
買
い
漁
っ
て
い
る
日
本
人
の
人
、
人
、
ひ

と
、
…
…
。
両
手
に
抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
買
物
を
し
、
そ
れ
で

も
ま
だ
買
お
う
と
し
て
い
る
。

閑
散
と
し
た
慰
霊
碑
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
の
こ
の
対
照
。

「
戦
争
の
加
害
者
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
」
を
知
ら
せ
な
い
教

育
の
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
空
港
の
免
税
店
で
も
買
物

の
人
だ
か
り
は
ほ
と
ん
ど
日
本
人
だ
っ
た
。

＊
吃
「
波
動
」
四
七
号
、
一
九
九

二
年
五
月
二
一
日
。

＊
皿
窩
山
泰
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
戦
記
」

中
公
新
野
、
一
九
九
二
年
三
月
、
一

八
六
’
七
頁
。
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私
に
と
っ
て
嬉
し
い
文
章
で
あ
っ
た
。
古
川
さ
ん
が
、
一
年
前

の
三
年
生
だ
っ
た
授
業
で
配
っ
た
「
波
動
』
を
と
っ
て
く
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

〈
付
記
〉
私
は
、
卒
業
式
の
日
に
、
福
島
先
生
に
そ
の
旅
の
こ

と
を
話
し
た
。
す
る
と
先
生
は
「
波
動
』
に
書
い
て
ほ
し
い
と
依

頼
さ
れ
た
。
そ
こ
で
と
っ
て
あ
っ
た
『
波
動
」
を
読
み
な
お
し
た
。

そ
れ
は
も
っ
と
優
い
文
章
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
が
、
六
○
○
字

ほ
ど
の
文
章
だ
っ
た
。
人
に
感
動
を
与
え
る
文
章
は
長
短
で
は
な

い
と
思
っ
た
。

私
は
そ
の
写
真
（
左
に
掲
載
）
を
、
高
嶋
伸
欣
氏
に
分
け
て
い

た
だ
い
た
『
日
本
統
治
下
的
新
加
玻
』
に
貼
っ
て
お
い
た
。
上
手

に
撮
っ
た
数
葉
の
写
真
で
あ
る
。
こ
こ
ろ
を
こ
め
て
写
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

二
○
○
○
年
度
の
『
人
文
地
理
学
』
を
受
講
し
て
く
れ
た
中
野

智
弘
君
が
、
夏
休
み
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
き
、
撮
っ
て
き
た
何

枚
か
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
中
に
、
こ
の
『
日
本
占
領

時
期
死
難
人
民
記
念
碑
」
が
写
っ
て
い
る
。
私
は
そ
の
写
真
を
も

ら
っ
た
。
中
野
君
は
旅
行
会
社
の
観
光
旅
行
団
に
参
加
し
、
泊
ま

っ
た
ホ
テ
ル
の
前
に
こ
の
記
念
碑
が
あ
っ
た
か
ら
、
見
て
き
た
と

｢日本占領時期死難人民記念碑』
(撮影・古川由美子さん）

日本の軍機の模型がつっこんでいる『国立博物館」
r面玄関。（撮影・筆者、2001年3月22日）
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い
う
。
中
野
君
の
写
真
も
、
「
日
本
統
治
下
的
新
加
玻
」
の
裏
表

紙
に
貼
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
学
生
に
教
え
た
私
が
「
日
本
占
領
時
期
死
難
人

民
記
念
碑
」
を
見
て
い
な
い
。
そ
の
碑
を
ぜ
ひ
見
た
い
と
か
ね
が

ね
思
っ
て
い
た
。

そ
の
碑
が
、
思
い
が
け
ず
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
到
着
翌
日
、
国
立
博

物
館
を
見
学
し
て
、
昼
食
を
と
っ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

を
出
た
す
ぐ
前
の
広
場
に
建
っ
て
い
た
。
学
生
の
写
真
で
何
度
も

見
て
い
た
高
く
そ
そ
り
建
っ
た
細
い
塔
で
あ
る
。
学
生
の
行
動
に

感
謝
し
て
、
丁
寧
に
見
上
げ
、
ま
た
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
撮
っ
た
。

そ
の
四
本
の
細
い
柱
が
寄
り
添
っ
て
高
さ
一
二
○
メ
ー
ト
ル
の

白
亜
の
碑
の
建
設
は
一
九
六
五
年
三
月
に
は
じ
ま
り
、
六
七
年
二

月
一
五
日
、
そ
れ
は
日
本
軍
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
攻
略
二
五
周
年
に

あ
た
る
日
に
、
除
幕
式
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
「
日
本
占
領
時
期
死
難
人
民
記
念
碑
」
の
四
本
の
柱
は

「
忠
・
勇
・
仁
・
義
」
、
ま
た
は
「
中
国
系
、
マ
レ
ー
系
、
イ
ン
ド

系
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
系
の
犠
牲
者
と
そ
の
民
族
文
化
や
宗
教
を
象
徴

申
１
年
柵

し
て
い
る
」
と
も
い
う
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
系
と
は
ア
ジ
ア
系
人
種
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
人
種
の
混
血
人
種
を
い
う
。
英
語
が
示
す
犠
牲
者

に
は
イ
ギ
リ
ス
人
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
か
。
イ
ギ
リ
ス
人
犠
牲

＊
、
’
一
４

者
の
遺
骨
が
一
瓶
分
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
軍
部
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

こ
の
記
念
碑
建
設
の
発
端
は
、
一
九
五
九
年
の
あ
る
日
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
東
海
岸
に
ほ
ど
近
い
樹
林
地
帯
を
開
発
し
、
日
本
企

業
の
工
業
進
出
用
地
造
成
工
事
の
際
に
、
お
び
た
だ
し
い
人
骨
が

掘
り
出
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
、
中
島
氏
は
書
い
て
い
る
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
が
新
興
工
業
国
建
設
期
に
入
っ
て
工
業
用
地
造
成
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
六
二
年
一
月
、
二
月
に
は
十
数

カ
所
で
、
日
本
軍
占
領
時
代
に
虐
殺
さ
れ
た
市
民
の
遺
骸
が
あ
い

つ
い
で
発
見
さ
れ
た
．
そ
れ
か
ら
、
一
九
六
七
年
ま
で
二
次
に
わ

た
る
遺
骨
発
掘
が
三
三
カ
所
で
行
な
わ
れ
た
。
日
本
軍
に
よ
る

「
粛
清
」
に
よ
っ
て
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
人
び
と
は
、
惨
殺

さ
れ
埋
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
遺
骨
収

集
が
行
な
わ
れ
て
い
る
間
、
連
日
の
よ
う
に
発
掘
状
況
が
報
道
さ

れ
た
。
そ
し
て
遺
族
・
血
縁
者
は
も
ち
ろ
ん
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
全

住
民
の
「
反
日
感
情
」
を
た
か
ぶ
ら
せ
た
。

政
府
は
記
念
碑
の
建
設
を
決
め
、
市
街
地
の
中
心
部
、
官
公
庁

街
と
商
業
・
金
融
・
ホ
テ
ル
の
街
区
の
間
に
ひ
ろ
が
る
中
央
公
園
、

東
京
で
言
え
ば
日
比
谷
公
園
の
位
置
に
あ
た
り
、
帝
国
ホ
テ
ル
に

相
当
す
る
ラ
ッ
フ
ル
・
ホ
テ
ル
の
筋
向
か
い
の
園
地
の
一
角
を
提

供
し
、
建
設
費
用
を
政
府
と
民
間
と
が
折
半
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

竣
工
し
、
序
幕
式
が
開
か
れ
た
の
は
前
記
し
た
ご
と
く
六
七
年

二
月
一
五
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
基
盤
台
中
央
に
、

．
九
四
二
年
二
月
十
五
日
至
一
九
四
五
年
八
月
十
八
日
、
日

本
軍
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
、
我
が
平
民
を
虐
殺
、
そ
の
数
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
よ
り
二
十
余
年
を
経
て
、
遺
骨
を
収

拾
し
こ
こ
に
に
葬
り
、
碑
を
建
て
、
永
遠
に
痛
み
を
ね
ぎ
ら
う
。
」

＊
蝿
陸
培
春
「
観
光
コ
ー
ス
で
な

い
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」

高
文
研
、
一
九
九
七
年
九
月
、
六
’

九
九
頁
。

＊
Ｍ
前
掲
、
中
島
、
一
○
二
頁
。

I22
－



と
い
っ
た
内
容
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
。

日
本
軍
は
占
領
の
翌
日
一
六
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
の
大
行

進
を
行
な
っ
た
。
戦
車
に
乗
っ
た
兵
士
が
、
戦
死
し
た
戦
友
の
遺

＊
１
５

骨
の
箱
を
胸
に
か
け
て
の
パ
レ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら

「
り
づ
乙
彦
Ｔ
自
○
」
（
昭
南
島
）
の
時
代
と
な
っ
た
。
華
人
た
ち

は
、
抗
日
戦
争
を
戦
っ
て
い
る
母
国
の
中
国
を
支
援
し
、
ま
た
日

本
商
品
の
不
買
運
動
を
行
な
っ
て
い
た
。
そ
の
反
日
分
子
を
「
粛

清
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
占
領
三
日
後
の
一
八
日
か
ら
一
八
歳

か
ら
五
○
歳
の
男
性
を
集
め
て
尋
問
し
、
反
日
分
子
の
疑
い
を
か

け
ら
れ
た
男
性
た
ち
は
ど
こ
か
に
連
れ
去
ら
れ
、
行
方
不
明
と
な『インド国民軍記念碑j(撮影・筆者）

っ
て
い
た
。
そ
の
犠
牲
者
の
遺
骸
が
、
工
業
開
発
用
地
の
造
成
に

よ
っ
て
掘
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
蟻
牲
者
数
を
、
文
部
省

は
一
九
八
三
年
の
中
学
校
社
会
科
教
科
書
の
検
定
で
、
六
○
○
○

人
と
示
し
た
。
陸
軍
省
報
道
部
機
密
文
書
の
「
六
七
○
○
人
の
華

僑
を
処
刑
」
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
二
万
人
と
す
る
日

本
研
究
者
も
い
る
が
、
日
本
軍
参
謀
杉
田
一
次
中
佐
の
話
に
よ
っ

て
書
い
た
と
す
る
二
万
五
○
○
○
人
説
も
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

木
１
６

政
府
は
、
数
万
人
と
発
表
し
て
い
る
。

華
人
た
ち
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
独
立
の
月
に
「
血
債
は
血
で
償
え
」

と
日
本
を
抗
議
す
る
大
集
会
を
開
い
た
。
一
九
六
六
年
日
本
政
府

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
経
済
援
助
協
定
を
調
印
し
、
政
府
間
で
は

「
血
債
問
題
」
は
決
着
し
た
。

そ
の
「
血
債
の
塔
」
が
建
設
さ
れ
た
当
時
は
、
そ
そ
り
立
つ
高

い
塔
で
目
立
っ
た
が
、
奇
跡
の
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
て
、
そ
の

中
央
公
園
を
囲
む
よ
う
に
高
い
ビ
ル
が
建
ち
並
ん
だ
の
で
、
今
や
、

か
細
く
見
え
る
。
そ
れ
で
も
、
中
野
君
の
よ
う
に
、
な
ん
だ
ろ
う

と
近
づ
い
て
漢
字
を
読
み
、
そ
の
塔
の
い
わ
れ
を
知
る
。

私
た
ち
が
訪
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
博
物
館
で
は
「
太
平
洋

戦
争
展
」
を
開
い
て
い
た
。
正
面
玄
関
の
壁
面
に
、
日
本
の
軍
機

の
模
型
が
つ
っ
こ
ん
で
い
る
（
言
二
頁
掲
載
写
真
参
照
）
。
日

本
の
戦
争
責
任
の
追
及
の
手
を
ゆ
る
め
て
い
な
い
。
ま
た
戦
争
の

記
録
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
本
の
序
文

に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

＊
妬
そ
の
時
の
様
子
を
国
立
博
物

館
の
歴
史
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
模

型
で
示
し
て
い
る
。

＊
畑
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ヘ
リ
テ
ー

ジ
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
編
、
リ
ー
・
ギ

ョ
ク
・
ポ
イ
執
筆
、
越
田
稜
十
新
田

準
訳
『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
近
い
昔
の

識
ｌ
ご
怠
占
豊
里
肌
風
社
、
一
九

九
六
年
一
一
月
．
二
一
二
頁
．
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ｌ
も
う
一
つ
の
栄
光
の
死
の
記
念
碑

も
う
一
枚
の
写
真
を
古
川
由
美
子
さ
ん
は
く
れ
て
い
る
。

ｇ
ご
罰
⑦
Ｆ
○
国
○
ど
の
ロ
両
委
ロ
ー
匡
窓
岸
豊
里
と
刻
ん
だ
石

碑
を
写
し
た
写
真
で
あ
る
。
そ
れ
も
見
た
い
と
思
っ
た
。
一
九
三

九
年
と
は
第
二
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ
る
英
独
戦
争

の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
た
年
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
と
は
五
月
に
ド

イ
ツ
が
、
八
月
に
日
本
が
降
伏
し
て
戦
争
が
終
わ
っ
た
年
で
あ
る
。

古
川
さ
ん
は
「
日
本
占
領
時
期
死
難
人
民
記
念
碑
」
を
探
し
て
い

て
見
つ
け
た
と
い
っ
て
い
た
。
そ
の
写
真
に
は
、
記
念
碑
に
刻
ま

れ
た
「
貝
局
の
５
四
○
房
国
際
且
と
は
っ
き
り
写
っ
て
い

る
。
そ
の
栄
光
と
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
住
民
の
死
へ
の
追
悼
で
は
な

く
、
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
戦
死
兵
士
へ
の
栄
光
の
碑
で
あ
っ
た
。
そ

「
ど
ん
な
に
多
く
の
英
雄
が
生
ま
れ
よ
う
と
、
戦
争
は
正
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
は
不
正
な
行
為
な
の
で
す
。
戦
争
は
死
と
破

滅
で
す
。
武
器
は
五
歳
の
子
ど
も
と
、
二
十
五
歳
の
兵
士
の
区
別

は
で
き
な
い
し
、
軍
事
施
設
と
祈
り
の
場
の
区
別
も
で
き
ま
せ
ん
。

「
戦
争
で
は
な
に
を
し
て
も
す
べ
て
た
だ
し
い
」
の
で
す
。

戦
争
を
避
け
る
に
は
戦
争
そ
の
も
の
と
戦
争
の
原
因
を
知
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
こ
う
し
て
自
ら
の
歴
史
を
知
る
努
力

を
重
ね
て
い
け
ば
、
時
間
は
か
か
っ
て
て
も
や
が
て
、
戦
争
の
阻

止
に
役
立
ち
ま
す
。
日
本
の
占
領
下
で
起
こ
っ
た
恐
怖
の
数
々
を

日
本
が
無
視
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
点
で
危
険
で
す
。
知
識
は

、
’
’
千
０

力
で
あ
り
、
ま
た
、
相
互
理
解
に
至
る
唯
一
の
道
で
す
。
」

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
写
真
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
手
に
入
れ
た
観

光
案
内
に
載
っ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
位
置
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

こ
の
度
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
旅
行
の
翌
日
、
他
の
教
育
系
研
究
者

メ
ン
バ
ー
は
教
育
関
係
の
調
査
に
で
か
け
た
が
、
私
は
体
調
不
調

で
参
加
で
き
ず
、
ふ
た
た
び
国
立
博
物
館
を
見
に
行
き
、
そ
の
後

に
「
○
ご
宛
の
Ｆ
○
四
○
ど
の
ロ
因
妾
ロ
ー
］
畠
２
程
望
を
探
す
こ

と
に
し
た
。

受
難
記
念
碑
の
は
す
向
か
い
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ラ
ッ
フ
ル
・
ホ

テ
ル
の
前
で
、
人
力
車
夫
が
、
片
言
の
日
本
語
で
話
し
か
け
て
き

た
。
古
川
さ
ん
の
写
真
を
見
せ
て
、
そ
こ
に
案
内
し
て
く
れ
る
よ

う
に
言
っ
て
、
乗
っ
た
。
公
園
の
中
の
細
い
小
道
を
走
り
、
そ
の

碑
が
あ
る
と
こ
ろ
に
で
た
。
通
路
か
ら
見
る
と
そ
の
碑
の
基
台
の

階
段
に
古
川
さ
ん
の
写
真
の
年
号
と
違
っ
て
「
己
辰
‐
ご
扇
」
と

第
一
次
世
界
大
戦
の
年
数
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
兵
士
の

た
め
の
碑
で
あ
っ
た
。

石
碑
の
裏
面
に
ま
わ
る
と
「
腫
患
‐
こ
ぶ
」
と
、
同
じ
字
体
で

古
川
さ
ん
の
写
真
の
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦

の
イ
ギ
リ
ス
軍
人
を
追
悼
す
る
碑
文
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
そ
の

イ
ギ
リ
ス
兵
の
中
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
だ
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
な
ど
か
ら
調
達
し
た
兵
士
が
含
ま
れ

て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
戦
死
者
の
中
に
は
、
映
画
「
戦
場
に
架

け
る
橋
」
で
知
ら
れ
る
ク
ワ
イ
河
の
鉄
橋
建
設
に
連
行
さ
れ
た
イ

ギ
リ
ス
人
も
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
、
人
力
車
夫
は
国
立
劇
場
寄
り
の
最
高
裁
の
前
方
の
位

＊
Ⅳ
前
掲
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
近

い
緋
の
話
ｌ
ご
急
，
］
豊
望
「
日
本

版
へ
の
序
」
よ
り
。
虐
殺
し
た
日
本

側
は
、
敗
戦
と
と
も
に
す
べ
て
の
文

謝
を
焼
却
し
、
証
拠
を
残
さ
な
か
っ

た
。
”
近
い
昔
の
話
“
の
聞
き
取
り

調
査
が
今
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

併
店
に
は
「
ヨ
エ
両
勺
国
○
両
○
田

宅
同
諺
ｎ
両
‐
弓
『
崖
の
諺
Ｃ
ｏ
ｏ
巨
弓
厨
。
『
号
①

〕
ｇ
目
⑦
開
月
ｇ
ｇ
ｇ
二
和
平
的
代
価
」

宙
ｇ
員
９
８
コ
雪
９
編
逢
虜
房
国
肩
口

国
○
○
房
』
ｇ
『
年
〉
が
平
積
み
さ
れ
て

売
ら
れ
て
い
た
。
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置
に
あ
る
、
小
さ
な
金
属
製
の
碑
に
案
内
し
て
く
れ
た
。
「
イ
ン

ド
国
民
軍
記
念
碑
」
と
日
本
語
の
表
示
が
あ
る
。
そ
の
説
明
板
に

よ
る
と
、
「
イ
ン
ド
国
民
軍
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
）
の
無
名
戦
死
者
に
捧
げ

る
た
め
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
一
九
四
五
年
に
建
立

さ
れ
た
が
、
日
本
軍
が
敗
退
し
て
、
一
九
四
五
年
九
月
一
二
日
、

イ
ギ
リ
ス
軍
が
勝
利
の
式
典
を
開
催
し
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府

が
復
帰
し
て
き
た
と
き
、
撤
去
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

＊
・
ｌ
Ｈ

ル
が
独
立
し
て
後
に
復
活
再
建
さ
れ
た
」
と
あ
り
、
そ
の
壊
さ
れ

た
記
念
碑
の
ス
ケ
ッ
チ
が
説
明
板
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
「
イ
ン
ド
国
民
軍
」
は
、
日
本
軍
の
南
方
軍
参
謀
で
諜
報

機
関
の
責
任
者
だ
っ
た
藤
原
岩
市
少
佐
の
働
き
か
け
で
、
当
時
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
だ
っ
た
マ
ラ
ャ
（
現
在
は
マ
レ
ー
シ
ア
と
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
）
で
、
イ
ギ
リ
ス
軍
と
し
て
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
イ

ン
ド
兵
に
よ
っ
て
一
九
四
一
年
一
二
月
に
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
と

き
ま
た
「
イ
ン
ド
独
立
同
盟
」
が
設
立
さ
れ
た
。
日
本
軍
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
占
領
は
一
九
四
二
年
二
月
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
三
ヵ

月
前
で
あ
っ
た
。

追
っ
て
日
本
上
型
領
者
は
一
九
四
三
年
に
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー

ス
（
畠
ｇ
山
程
望
を
つ
れ
て
き
た
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
は
、

ガ
ン
ジ
ー
の
イ
ン
ド
独
立
運
動
に
参
加
し
、
国
民
会
議
派
議
長
と

な
っ
た
が
、
ガ
ン
ジ
ー
の
無
抵
抗
主
義
に
反
対
し
、
離
反
し
て
い

た
イ
ン
ド
独
立
の
一
派
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
一
九
四
三
年
一

○
月
二
一
日
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
が
、
昭
南
市
で
「
自
由
イ

ン
ド
仮
政
府
」
樹
立
を
宣
言
し
た
。
そ
の
樹
立
宣
言
鐘
枩
云
で
、
ボ

ｌ
ス
は
熱
烈
に
イ
ン
ド
人
に
独
立
を
呼
び
か
け
た
。
「
す
ば
ら
し

い
演
説
で
し
た
。
こ
の
演
説
を
聞
け
ば
、
天
の
神
々
で
さ
え
、
感

動
し
て
涙
を
流
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
い
う
回
想
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
翌
月
、
東
京
の
帝
国
議
事
堂
で
「
大
東
亜
会
議
」

が
開
催
さ
れ
た
。
中
国
（
と
い
っ
て
も
王
兆
銘
の
南
京
政
府
）
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
タ
イ
・
ビ
ル
マ
・
満
州
国
・
日
本
の
「
政
府
代
表
」

が
出
席
し
た
。
ボ
ー
ス
は
自
由
イ
ン
ド
仮
政
府
首
班
と
し
て
招
請

さ
れ
て
出
席
し
た
。

こ
の
大
東
亜
会
議
に
は
日
本
の
占
領
下
に
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
領

イ
ン
ド
（
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
独
立
運
動
指
導
者
を
出
席

さ
せ
て
い
な
い
。
こ
の
会
議
に
つ
い
て
は
後
藤
乾
一
「
近
代
日
本

＊
１
９

と
東
南
ア
ジ
ア
」
を
読
め
ば
、
日
本
政
府
主
導
の
大
東
亜
共
栄
圏

づ
く
り
の
会
議
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
政
府
の
画
策
で
成
立
し
た
イ
ン
ド
仮
政
府
の

も
と
で
の
イ
ン
ド
国
民
軍
は
、
イ
ン
ド
解
放
の
前
哨
戦
た
る
イ
ギ

リ
ス
領
だ
っ
た
ビ
ル
マ
か
ら
、
イ
ン
ド
の
マ
ニ
プ
ー
ル
州
都
イ
ン

パ
ー
ル
攻
略
作
戦
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
ド
軍
と

戦
っ
た
。
が
、
日
本
軍
の
大
敗
で
、
惨
敗
し
た
。
こ
の
作
戦
は
い

＊
２
Ｏ

か
に
無
謀
で
あ
っ
た
か
、
上
村
喜
代
治
「
イ
ン
パ
ー
ル
」
で
も
惨

憎
た
る
敗
北
を
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
独
立
軍
は
日
本
軍

の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
攻
略
作
戦
の
参
加
に
は
同
意
し
な
か
っ
た
が
、

そ
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
イ
ン
ド
兵
が
救
出
さ
れ
た
写
真
が
米
軍
に

＊
２
１

よ
っ
て
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
イ
ン
ド
国
民
軍
記
念
碑
」
は
、
日
本
軍
国
主
義
が
め
ざ

＊
肥
前
掲
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
近

い
昔
の
話
ｌ
ら
心
中
ｌ
〕
豊
里
一
三

○
頁

＊
四
後
藤
乾
一
「
近
代
日
本
と
東

南
ア
ジ
ア
」
岩
波
番
店
、
一
九
九
六

年
一
月
．

＊
鋤
上
村
喜
代
泊
「
イ
ン
パ
ー
ル
』

光
人
社
の
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
二
○
○
○
年

一
○
月
。

＊
皿
森
山
廉
平
編
「
米
軍
が
記
録

し
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
戦
い
」
草
木

社
、
一
九
九
八
年
八
月
、
一
二
九
頁
．

私
た
ち
和
光
大
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
チ
ー
ム
は
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
を
一
九
九
九
年
に
訪
問
し
調
査

し
た
。
そ
こ
に
も
イ
ン
ド
系
イ
ギ
リ

ス
兵
捕
畷
が
巡
行
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
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ｌ
歴
史
的
事
実
と
そ
れ
を
よ
り
分
け
る
感
性

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
旅
行
前
後
の
日
本
で
、
国
際
的
に
問
題
に
な
っ

て
い
た
検
定
歴
史
教
科
書
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
」
に
「
日
本
が

ア
ジ
ア
諸
国
の
独
立
を
支
援
し
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
確
か

に
あ
っ
た
。

中
国
に
は
日
本
帝
国
政
府
と
協
調
す
る
王
兆
銘
の
南
京
政
府
が

作
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
抗
日
戦
争
を
戦
っ
て
い
た
の
は
、
国
共

連
合
の
中
国
で
あ
っ
た
。

イ
ン
ド
の
独
立
運
動
は
、
ガ
ン
ジ
ー
や
ネ
ル
ー
な
ど
が
リ
ー
ダ

ー
で
あ
っ
た
国
民
会
議
派
主
導
の
独
立
運
動
だ
け
で
単
線
的
に
す

す
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
ら
の
よ
う
な

分
派
や
分
裂
を
内
包
し
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
。
「
新
し
い
歴
史

教
科
書
」
は
、
イ
ン
ド
の
独
立
に
つ
い
て
「
日
本
軍
と
協
力
し
た

イ
ン
ド
国
民
軍
の
兵
士
を
イ
ギ
リ
ス
が
裁
判
に
か
け
た
こ
と
に
対

し
て
、
は
げ
し
い
民
衆
の
抗
議
運
動
な
ど
も
お
き
た
。
こ
う
し
て
、

長
く
続
い
て
い
た
独
立
へ
の
気
運
が
さ
ら
に
た
か
ま
り
、
イ
ン
ド

＊
２
２

は
一
九
四
七
年
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

日
本
が
戦
争
に
負
け
て
マ
レ
ー
に
復
帰
し
て
き
た
際
、
イ
ギ
リ
ス

し
た
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
樹
立
の
た
め
と
い
う
「
聖
戦
」
と
、
イ

ン
ド
民
衆
の
民
族
独
立
悲
願
と
が
か
ら
み
あ
っ
た
悲
劇
の
記
念
碑

で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
の
記
念
碑
を
再
建
し
た
イ
ン
ド
系
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
が
い
て
、
ボ
ー
ス
を
熱
烈
に
尊
敬
し
て
い
る
人
が
マ
レ

ー
シ
ア
に
も
今
な
お
い
る
。

と
一
九
四
二
年
七
月
に
書
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
の
牢

獄
に
い
た
ネ
ル
ー
も
、
娘
へ
の
手
紙
に
同
様
の
思
い
を
書
き
送
っ

た
。
私
は
一
九
五
五
年
に
、
中
学
生
だ
っ
た
武
田
（
現
在
・
辻
田
）

が
イ
ン
ド
国
民
軍
を
裁
判
に
か
け
、
イ
ギ
リ
ス
軍
が
イ
ン
ド
国
民

軍
の
無
名
戦
士
の
記
念
碑
を
壊
し
た
。
独
立
後
に
そ
の
こ
と
を
記

し
た
記
念
碑
を
建
て
た
イ
ン
ド
系
の
ポ
ー
ス
派
信
奉
者
が
い
る
こ

＊
２
３

と
も
、
い
く
つ
も
の
研
究
書
に
書
か
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
日

本
が
占
領
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
、
日
本
帝
国
軍
国
主
義
の
支

援
を
受
け
た
イ
ン
ド
独
立
運
動
の
拠
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ
も
歴
史

的
事
実
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
国
民
会
議
派
の
ガ
ン
ジ
ー
や
ネ
ル
ー
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら

の
ね
ば
り
づ
よ
い
独
立
運
動
に
は
、
「
日
本
は
支
援
」
し
な
か
っ

た
し
、
イ
ン
ド
本
土
で
の
国
民
会
議
派
は
日
本
軍
国
主
義
を
許
し

て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
歴
史
的
事
実
で
あ
っ
た
。
ガ
ン
ジ
ー

は
「
す
べ
て
の
日
本
人
に
」
と
い
う
文
章
で
、

「
私
は
あ
な
た
が
た
に
つ
い
て
楽
し
い
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

も
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
な
た
が
た
が
偉
大
な
そ
し
て
古

い
中
国
に
理
由
な
い
攻
撃
を
し
、
無
慈
悲
に
荒
ら
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
、
非
常
に
悲
し
く
思
う
。
も
し
も
、
あ
な
た
が
た
が
、
イ

ギ
リ
ス
が
イ
ン
ド
か
ら
退
却
し
た
ら
イ
ン
ド
に
入
ろ
う
と
い
う
考

え
を
実
行
す
る
な
ら
、
わ
が
イ
ン
ド
は
、
全
力
を
あ
げ
て
必
ず
あ

申
２
ｌ

な
た
が
た
に
抵
抗
す
る
。
」

＊
別
村
瀬
輿
雄
編
「
フ
ァ
シ
ズ
ム

と
第
二
次
大
戦
」
中
公
文
庫
、
一
九

七
五
年
六
月
、
四
六
六
頁
。

＊
鱈
明
石
陽
至
編
「
日
本
占
領
下

の
英
領
マ
ラ
ャ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」

岩
波
魯
店
、
二
○
○
一
年
三
月
。
中

村
尚
司
『
人
々
の
ア
ジ
ア
」
岩
波
新

野
、
一
九
九
四
年
二
月
、
な
ど
ｃ

＊
塑

桑
社
、

頁
。

「
新
し
い
歴
史
教
科
瞥
」
扶

二
○
○
一
年
六
月
、
二
八
二

－ﾉあ



幸
２
５

三
樹
恵
さ
ん
に
ネ
ル
ー
の
「
イ
ン
ド
の
発
見
」
を
借
り
て
読
ん
だ

の
が
、
ア
ジ
ア
の
地
理
教
育
へ
の
開
眼
で
あ
っ
た
。
ボ
ー
ス
の
名

は
、
軍
国
少
年
だ
っ
た
頃
に
教
え
ら
れ
て
知
っ
て
い
た
。
こ
の
ネ

ル
ー
の
本
は
、
か
つ
て
の
軍
国
少
年
の
目
の
鱗
を
落
と
し
た
。

し
か
し
、
日
本
の
責
任
政
党
を
豪
語
す
る
大
物
た
ち
は
目
の
鱗

を
落
と
さ
な
い
。
昭
南
市
長
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら

の
目
を
補
強
す
る
取
り
巻
き
研
究
者
た
ち
が
い
る
。
彼
ら
の
言
う

の
に
事
実
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
い
く
つ
か
の
歴
史
的
事
実
か
ら
の

選
択
に
こ
そ
、
そ
の
政
治
家
や
歴
史
教
科
書
の
編
著
者
た
ち
の
歴

史
認
識
が
表
わ
れ
て
い
る
．

私
は
、
そ
の
中
央
公
園
の
い
く
つ
か
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
見
て
、

一
つ
の
文
章
を
思
い
出
し
た
。

中
曽
根
首
相
（
当
時
）
が
、
多
民
族
国
家
の
ア
メ
リ
カ
に
行
っ

ひ
ん
し
◎
く

て
、
日
本
の
単
一
民
族
国
家
優
越
論
を
述
べ
て
、
深
い
鐙
盛
を
か

つ
た
。
そ
の
と
き
、
都
留
重
人
が
雑
誌
「
世
界
」
で
論
じ
た
文
章

か
ら
、
私
は
次
の
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
マ
ク
リ
ー
シ
の
文
章
を
抜
き

＊
２
６

出
し
て
『
波
勅
堅
に
引
用
し
学
生
へ
提
供
し
た
。

本
当
に
深
い
英
知
と
は

わ
れ
わ
れ
の
前
に
は
事
実
の
洪
水
が
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ

れ
は
、
そ
れ
ら
事
実
を
人
間
と
し
て
感
じ
取
る
能
力
を
失
っ
た
、

都
留
は
「
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
」
に
つ
い
て
「
豊
か
な
感
性
、
更
に

言
え
ば
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
の
洞
察
、
人
間
ど
う
し
の
共
感
の

意
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
マ
ク
リ
ー
シ
に
つ

い
て
は
、
英
語
の
同
僚
教
師
に
教
え
て
も
ら
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ

の
詩
人
辞
書
に
で
て
い
て
、
一
九
三
○
年
代
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

当
時
の
政
府
高
官
を
勤
め
た
実
践
的
な
詩
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
一

九
五
八
年
の
マ
ク
リ
ー
シ
と
都
留
の
文
章
を
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

中
央
公
園
で
思
い
出
し
て
い
た
。
私
の
教
育
実
践
の
根
幹
に
置
い

て
き
た
の
は
、
こ
の
感
性
を
培
う
社
会
科
教
育
の
模
索
で
あ
っ
た
。

私
は
、
和
光
大
学
の
教
育
学
研
究
者
に
導
か
れ
て
、
最
後
の
研

究
的
旅
行
を
終
え
た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
古
川
さ
ん
の
よ
う
に

私
の
授
業
を
受
け
止
め
て
く
れ
た
学
生
に
、
よ
う
や
く
こ
た
え
る

こ
と
が
で
き
た
、
と
思
っ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
旅
は
、
私
の
教
育
実
践
の
自
己
評
価
の
点

検
で
あ
っ
た
。

あ
る
い
は
失
い
つ
つ
あ
る
。
．
：
：
・
感
性
（
詩
。
冒
四
を
欠
く
知
識

は
本
当
の
知
識
（
百
．
皇
８
鴨
）
で
は
な
い
。
も
し
も
事
実
が
、

人
び
と
の
心
の
中
で
、
そ
の
事
実
が
も
た
ら
す
感
動
か
ら
遊
離
し

て
し
ま
う
な
ら
、
そ
の
人
び
と
、
お
よ
び
そ
の
文
明
の
文
明
は
滅

ぶ
と
い
っ
て
よ
い
。

＊
路
辻
田
さ
ん
は
中
学
生
で
そ
ん

な
本
を
読
ん
で
い
た
。
現
在
、
同
人

誌
に
作
品
を
発
表
し
て
い
る
．
病
と

闘
い
な
が
ら
。

＊
妬
同
論
文
は
「
経
済
の
常
識
と

非
常
識
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年

三
月
、
二
○
六
’
七
頁
）
に
再
掲
。

〈
付
記
〉
本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

地
理
教
育
研
究
会
愛
岐
全
国
集
会

（
二
○
○
一
年
七
月
・
瀬
戸
市
）
で
中

間
口
頭
報
告
し
た
レ
ジ
メ
・
資
料
を

骨
子
と
し
て
い
る
。
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